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	欧州のプロジェクトにすでに日本からの参画している。
	市場ごとにばらばらに議論するのではなく各種政策のvalueチェーン評価を行うべきと入口の基礎の段階からのその問題点を洗い出すべき。今後の我が国のバイオ戦略全体に関し
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